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●横浜の古民謡 � ●横浜の古民謡

横
浜
の
古
民
謡

近
年
、
歌
と
し
て
の
民
謡
を
耳
に
す
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
た
。
本
来
の
民
謡
は
古
く

か
ら
庶
民
の
生
活
や
労
働
の
な
か
で
生
ま

れ
、
庶
民
み
ず
か
ら
が
歌
っ
た
、
祝
い
歌
や

仕
事
唄
、
娯
楽
唄
や
わ
ら
べ
唄
な
ど
の
伝
承

歌
を
い
う
。
し
か
し
大
正
末
～
昭
和
初
期
こ

ろ
か
ら
、
観
光
振
興
や
花
柳
界
と
む
す
び
つ

い
た
地
元
Ｐ
Ｒ
の
目
的
で
、
新
た
な
民
謡
づ

く
り
が
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
創
作
民
謡
は
、

レ
コ
ー
ド
会
社
が
作
詞
家
・
作
曲
家
に
依
頼

し
て
生
み
出
す
レ
コ
ー
ド
歌
謡
の
ジ
ャ
ン
ル

に
も
な
り
、
専
門
の
民
謡
歌
手
も
誕
生
し
た
。

こ
れ
ら
は
当
時
、本
来
の
民
謡
に
対
し
て「
新

民
謡
」
と
い
わ
れ
た
（
横
浜
の
事
例
に
つ
い

て
は
、
平
野
「
横
浜
の
新
民
謡
」『
開
港
の

ひ
ろ
ば
』
一
○
一
号
／
二
○
○
八
年
七
月
発

行
、
を
参
照
）。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
に
な
る
と
社
会
の

変
化
が
加
速
し
、
生
活
や
労
働
に
根
ざ
し
た

本
来
の
民
謡
は
、
歌
わ
れ
る
場
も
機
会
も
先

細
り
し
、
一
部
古
老
の
記
憶
の
な
か
に
あ
る

も
の
と
化
し
て
い
っ
た
。
他
方
、
レ
コ
ー
ド

会
社
が
生
み
出
す
創
作
民
謡
が
増
え
て
い
く

に
つ
れ
て
主
客
逆
転
し
、
本
来
の
民
謡
は
、

「
古
民
謡
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

文
化
庁
が
「
民
謡
緊
急
調
査
」
の
名
の
も

と
に
、
全
国
規
模
で
古
民
謡
の
調
査
・
保
存

活
動
に
の
り
だ
す
の
は
、
一
九
七
○
年
代
後

半
で
あ
る
。
古
民
謡
は
伝
承
者
の
声
で
、
テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
音
さ
れ
た
。
神
奈
川

県
は
七
九
・
八
○
の
両
年
度
に
わ
た
っ
て
採

集
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
調
査
は
、
県
教
育
委
員
会
編
集
で
報

告
書
が
一
九
八
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
。
同
書

に
掲
載
さ
れ
た
古
民
謡
は
三
二
五
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
、
五
○
あ
ま
り
が
、
五
線
譜
で
採

譜
・
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
県
教
育
委

員
会
は
、
翌
八
二
年
に
、
古
民
謡
採
取
を
指

導
し
た
永
田
衝
吉
を
著
者
と
し
て
『
神
奈
川

県
民
俗
芸
能
誌
・
民
謡
編
』
を
企
画
・
編
集

し
た
。
こ
の
書
は
、
そ
の
後
の
急
速
な
社
会

変
化
と
伝
承
者
の
高
齢
化
の
な
か
で
、
神
奈

川
県
民
謡
研
究
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
位

置
を
し
め
る
研
究
と
な
っ
た
。

横
浜
古
民
謡
保
存
協
会

歌
詞
本
意
で
は
あ
る
が
、
全
国
的
規
模
で

古
民
謡
を
後
世
に
残
そ
う
と
す
る
試
み
は
、

文
部
省
文
芸
委
員
会
編
『
俚
謡
集
』、
高
野

斑
山
・
大
竹
紫
葉
共
編『
俚
謡
集
拾
遺
』（
い

ず
れ
も
一
九
一
五
年
刊
）
な
ど
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
早
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
開
始
と
と
も
に
録

音
技
術
が
す
す
み
、
民
俗
学
者
柳
田
国
男
監

修
の
も
と
、
町
田
嘉
章（
後
年
、
町
田
佳
聲
）

が
担
当
し
て
日
本
放
送
協
会
編
『
日
本
民
謡

大
観
』
の
刊
行
が
企
画
さ
れ
、「
第
一
編　

関
東
編
」（
一
九
四
四
年
刊
）
か
ら
刊
行
が

始
ま
っ
た
。
こ
の
事
業
に
は
、
藤
井
清
水
・

小
寺
融
吉
が
協
力
し
、
古
民
謡
が
五
線
譜
に

採
ら
れ
、
あ
ら
た
な
水
準
で
の
記
録
と
な
っ

た
。以

上
の
よ
う
な
全
国
的
取
り
組
み
ば
か
り

で
は
な
く
、
地
域
的
な
取
り
組
み
も
あ
っ
た
。

郷
土
誌
・
民
俗
誌
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の

青
年
団
や
学
校
教
師
な
ど
が
主
体
と
な
っ
た

民
謡
採
集
が
確
認
で
き
る
。
横
浜
市
で
は
、

戦
前
の
正
史
と
も
い
え
る
『
横
浜
市
史
稿　

風
俗
編
』（
一
九
三
二
年
刊
）
の
「
第
三
章　

歌
謡
」
に
「
大
津
絵
節　

雨
の
夜
」
や
「
野

毛
山
節
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
保
土
ケ

谷
区
郷
土
史　

下
巻
』（
一
九
三
八
年
刊
）

は
さ
ら
に
充
実
し
て
い
て
、「
俚
謡
俗
歌
」

と
し
て
「
保
土
ケ
谷
名
寄
歌
」「
保
土
ケ
谷

雲
助
歌
」
な
ど
の
宿
場
を
う
た
っ
た
も
の
か

ら
、「
子
守
歌
」
や
「
手
鞠
歌
」
ま
で
約
三
〇

篇
の
紹
介
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
に
加
え
て
、
戦
後
の
、

開
港
百
年
祭
を
ひ
か
え
た
昭
和
三

二
（
一
九
五
七
）
年
に
、
新
た
な

こ
こ
ろ
み
が
横
浜
市
図
書
館
で
実

践
さ
れ
た
。

「
汗
だ
く
の
熱
演
で
録
音

　
　

ハ
マ
で
古
民
謡
の
披
露
式

鎌
倉
時
代
か
ら
横
浜
開
港
ま
で

の
古
民
謡
を
録
音
で
永
久
に
保
存

し
よ
う
と
家
々
に
伝
わ
っ
た
古
民

謡
を
持
寄
っ
た
風
変
り
な
古
民
謡

保
存
の
披
露
式
が
、
き
の
う
十
八

日
朝
十
時
か
ら
午
後
三
時
ご
ろ
ま

で
横
浜
市
立
図
書
館
内
ホ
ー
ル
で

催
さ
れ
た
。
主
催
は
市
図
書
館
。

集
っ
た
人
た
ち
は
い
ず
れ
も
純
農

家
や
漁
村
の
人
た
ち
約
五
十
名
で
、

祖
先
が
名
主
、
代
官
な
ど
由
緒
あ

る
家
柄
、
そ
れ
ぞ
れ
代
々
家
に
伝

わ
っ
た
古
い
民
謡
を
汗
だ
く
で
録

音
に
懸
命
だ
っ
た
。

当
日
の
鳴
り
物
は
尺
八
、
三
味

線
、
馬
子
鈴
な
ど
、
な
か
に
は
父

子
が
一
体
と
な
っ
て
熱
演
す
る
も
の
、
婦
人

を
交
え
た
一
団
な
ど
、
に
ぎ
や
か
な
場
面
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
午
前
の
番
組
は
お
祝
早

口
言
葉
、
手
ま
り
唄
、
ふ
な
唄
な
ど
十
五
種

目
、
午
後
は
解
説
を
ま
じ
え
木
び
き
唄
、
波

止
場
唄
な
ど
六
種
目
。
な
お
、
こ
れ
を
機
会

に
近
く
横
浜
市
古
民
謡
保
存
協
会
が
設
立
さ

れ
る
」（『
神
奈
川
新
聞
』
昭
和
三
二
年
八
月

一
九
日
）

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
緊
急
調
査
に
先
立

ち
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
と
き
収
録
さ
れ
た
古
民
謡
は
『
横
浜
古

民
謡
録
音
次
第
』
と
し
て
、
歌
詞
集
が
、
孔

版
印
刷
さ
れ
た
（
前
出
の
永
田
著
『
神
奈
川

県
民
俗
芸
能
誌
・
民
謡
編
』
に
よ
れ
ば
、
録

音
テ
ー
プ
が
「
横
浜
市
図
書
館
」
に
架
蔵
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
未
確
認
で
あ
る
）。

歌
詞
集
の
表
紙
に
は
、
主
催
横
浜
市
図
書
館
・

横
浜
市
古
民
謡
保
存
協
会
と
あ
り
、
新
聞
記

事
の
と
お
り
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
横
浜
古
民
謡
保
存
協
会
は
、
会
長
に

横
浜
市
長
半
井
清
、
副
会
長
に
は
、
前
県
議

会
副
議
長
の
新
堀
源
兵
衛
、
元
神
奈
川
県
会

議
長
で
市
会
議
員
の
堀
内
萬
吉
、
市
会
議
員

の
岩
沢
泰
太
郎
の
三
人
が
な
り
、
小
串
清
一

（
元
参
議
）・
松
尾
嘉
右
衛
門
（
県
建
設
業

協
会
長
）・
碓
井
貞
義（
県
民
謡
協
会
会
長
）・

蔵
原
年
光
（
県
議
）・
関
寅
吉
ら
七
名
が
顧

問
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
た
。

同
協
会
の
成
果
と
し
て
は
、昭
和
三
三（
一

九
五
八
）
年
六
月
一
五
日
に
、
東
京
六
本
木

の
国
際
文
化
会
館
で
の
民
謡
大
会
で
披
露
さ

れ
た
古
民
謡
の
歌
詞
を
印
刷
し
た
『
横
浜
古

民
謡
集
・
上
』
と
、
翌
三
四
年
三
月
二
四
日

に
県
立
音
楽
堂
で
の
古
民
謡
大
会
の
歌
詞
を

記
録
し
た
『
横
浜
古
民
謡
集
・
下
』
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
昭
和
三
五
（
一
九

六
○
）
年
五
月
一
二
日
に
南
区
公
会
堂
に
開

催
さ
れ
た
横
浜
古
民
謡
大
会
の
録
音
が
、
非

公
開
な
が
ら
残
り
、
う
ち
九
つ
の
唄
が
採
譜

さ
れ
て
平
野
監
修
『
横
浜
ふ
る
さ
と
歌
物

語
』（
二
○
○
八
年
刊
・
財
団
法
人
は
ま
ぎ

ん
産
業
文
化
振
興
財
団
編
『
マ
イ
ウ
ェ
イ
』

69
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

福
島
雄
次
郎
の
古
民
謡
採
集

福
島
雄
次
郎
（
一
九
三
二
～
二
○
○
五
）

は
、
熊
本
県
に
生
ま
れ
、
東
洋
音
楽
短
期
大

学
を
卒
業
後
、
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年

よ
り
茅
ヶ
崎
に
居
を
か
ま
え
て
、
音
楽
活
動

の
か
た
わ
ら
県
内
の
民
謡
・
民
話
・
伝
説
の

採
集
を
す
す
め
た
。
そ
し
て
、
四
三
年
（
一

九
六
八
）
年
一
○
月
か
ら
七
一
年
二
月
ま
で
、

『
新
か
な
が
わ
』
紙
上
に
八
一
回
に
わ
た
っ

て
「
ふ
る
さ
と
の
民
謡
」
を
連
載
し
た
。
そ

の
う
ち
、
横
浜
市
域
で
採
集
さ
れ
た
唄
は
一

七
で
あ
る
。
そ
の
後
福
島
は
、
鹿
児
島
短
期

大
学
助
教
授
に
就
任
し
て
神
奈
川
を
離
れ
、

同
学
教
授
と
し
て
平
成
一
○
（
一
九
九
八
）

年
に
退
職
。
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。

『
新
か
な
が
わ
』
紙
の
連
載
記
事
は
、
掲

載
よ
り
約
二
○
年
を
へ
た
一
九
九
○
年
に
、

神
奈
川
郷
土
民
謡
研
究
会
編
『
神
奈
川
ふ
る

さ
と
の
民
謡
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
福
島

と
浜
名
政
昭
に
よ
っ
て
全
部
の
唄
に
採
譜
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
筏
か
け
ご
え
唄
」

ほ
か
３
つ
の
「
横
浜
港
湾
労
働
者
の
唄
」
が

採
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
と
く
に
注
目
す
べ

き
特
長
で
あ
る
。

古
民
謡
の
伝
承
者
と
調
査
内
容

表
「
横
浜
の
古
民
謡
記
録
と
そ
の
分
類
」

は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
調
査
で
採
集
さ
れ

た
横
浜
の
古
民
謡
を
、『
神
奈
川
県
民
俗
芸

能
誌
・
民
謡
編
』
の
分
類
に
そ
っ
て
内
容
区

分
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
民
謡
は
唄
が
同
名

で
あ
っ
て
も
、
伝
承
者
に
よ
っ
て
、
歌
詞
や

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
一
般
的

で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
伝
承
者
で
も
、
一
人

で
唄
う
場
合
と
複
数
人
で
唄
う
場
合
、
は
や

し
こ
と
ば
が
入
る
場
合
な
ど
の
、
唄
う
環
境

の
違
い
で
、
歌
詞
や
調
子
が
こ
と
な
る
。
こ

の
点
、
学
校
唱
歌
や
レ
コ
ー
ド
歌
謡
の
よ
う

に
、
基
準
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

各
調
査
を
内
容
的
に
検
討
し
よ
う
。
戦
中

期
に
取
り
組
ま
れ
た
①
日
本
民
謡
大
観
の
調

査
は
全
国
規
模
で
、
調
査
者
が
横
浜
の
事
情

に
通
じ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
横
浜
の
古
民

謡
が
ど
の
よ
う
な
場
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況

の
も
と
で
唄
う

も
の
で
あ
る
か

を
あ
ら
か
じ
め

知
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
か
っ

た
。
全
国
的
に

村
落
が
広
く
展

開
し
て
い
る
事

情
の
も
と
で
、

神
奈
川
県
下
の

調
査
対
象
も
ま

た
、
農
村
が
基

本
に
な
る
こ
と

は
致
し
方
な
い

こ
と
で
は
あ
っ

た
。
そ
れ
で
も
、

横
浜
市
域
の
そ

の
後
の
古
民
謡

調
査
で
、
幾
度

も
採
集
さ
れ
る

こ
と
と
な
る「
焼

米
搗
唄
」
を
何

題
も
収
録
し
て

い
る
こ
と
は
、
農
民
の
歌
謡
と
し
て
と
く
に

注
目
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

戦
後
、
横
浜
開
港
百
年
祭
前
後
に
取
り
組

ま
れ
た
②
か
ら
⑤
に
わ
た
る
、
横
浜
古
民
謡

保
存
協
会
に
よ
る
記
録
は
、
相
互
に
重
複
は

み
ら
れ
る
が
貴
重
な
成
果
で
あ
っ
た
。

第
一
に
、
舟
唄
・
船
頭
唄
と
い
う
、
儀
式

唄
・
祝
唄
の
範
疇
に
あ
る
、
横
浜
の
海
の
唄

が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
港
へ

入
れ
ば
船
渠
が
見
え
る
、
わ
し
も
乗
り
た
い

新
造
船
」（
波
止
場
船
頭
唄
）
な
ど
の
歌
詞 横浜市立図書館での古民謡録音　（『神奈川新聞』昭和32年8月19日）

焼米搗唄が唄われる田谷の光景と水口祭りの習俗
田谷の焼米搗唄のリズムは、二拍子になったり三拍子になったりする特徴的な仕事唄である。

（『日本民謡大観　関東編』p344）
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横
浜
の
古
民
謡

近
年
、
歌
と
し
て
の
民
謡
を
耳
に
す
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
た
。
本
来
の
民
謡
は
古
く

か
ら
庶
民
の
生
活
や
労
働
の
な
か
で
生
ま

れ
、
庶
民
み
ず
か
ら
が
歌
っ
た
、
祝
い
歌
や

仕
事
唄
、
娯
楽
唄
や
わ
ら
べ
唄
な
ど
の
伝
承

歌
を
い
う
。
し
か
し
大
正
末
～
昭
和
初
期
こ

ろ
か
ら
、
観
光
振
興
や
花
柳
界
と
む
す
び
つ

い
た
地
元
Ｐ
Ｒ
の
目
的
で
、
新
た
な
民
謡
づ

く
り
が
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
創
作
民
謡
は
、

レ
コ
ー
ド
会
社
が
作
詞
家
・
作
曲
家
に
依
頼

し
て
生
み
出
す
レ
コ
ー
ド
歌
謡
の
ジ
ャ
ン
ル

に
も
な
り
、
専
門
の
民
謡
歌
手
も
誕
生
し
た
。

こ
れ
ら
は
当
時
、本
来
の
民
謡
に
対
し
て「
新

民
謡
」
と
い
わ
れ
た
（
横
浜
の
事
例
に
つ
い

て
は
、
平
野
「
横
浜
の
新
民
謡
」『
開
港
の

ひ
ろ
ば
』
一
○
一
号
／
二
○
○
八
年
七
月
発

行
、
を
参
照
）。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
に
な
る
と
社
会
の

変
化
が
加
速
し
、
生
活
や
労
働
に
根
ざ
し
た

本
来
の
民
謡
は
、
歌
わ
れ
る
場
も
機
会
も
先

細
り
し
、
一
部
古
老
の
記
憶
の
な
か
に
あ
る

も
の
と
化
し
て
い
っ
た
。
他
方
、
レ
コ
ー
ド

会
社
が
生
み
出
す
創
作
民
謡
が
増
え
て
い
く

に
つ
れ
て
主
客
逆
転
し
、
本
来
の
民
謡
は
、

「
古
民
謡
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

文
化
庁
が
「
民
謡
緊
急
調
査
」
の
名
の
も

と
に
、
全
国
規
模
で
古
民
謡
の
調
査
・
保
存

活
動
に
の
り
だ
す
の
は
、
一
九
七
○
年
代
後

半
で
あ
る
。
古
民
謡
は
伝
承
者
の
声
で
、
テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
録
音
さ
れ
た
。
神
奈
川

県
は
七
九
・
八
○
の
両
年
度
に
わ
た
っ
て
採

集
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
調
査
は
、
県
教
育
委
員
会
編
集
で
報

告
書
が
一
九
八
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
。
同
書

に
掲
載
さ
れ
た
古
民
謡
は
三
二
五
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
、
五
○
あ
ま
り
が
、
五
線
譜
で
採

譜
・
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
県
教
育
委

員
会
は
、
翌
八
二
年
に
、
古
民
謡
採
取
を
指

導
し
た
永
田
衝
吉
を
著
者
と
し
て
『
神
奈
川

県
民
俗
芸
能
誌
・
民
謡
編
』
を
企
画
・
編
集

し
た
。
こ
の
書
は
、
そ
の
後
の
急
速
な
社
会

変
化
と
伝
承
者
の
高
齢
化
の
な
か
で
、
神
奈

川
県
民
謡
研
究
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
位

置
を
し
め
る
研
究
と
な
っ
た
。

横
浜
古
民
謡
保
存
協
会

歌
詞
本
意
で
は
あ
る
が
、
全
国
的
規
模
で

古
民
謡
を
後
世
に
残
そ
う
と
す
る
試
み
は
、

文
部
省
文
芸
委
員
会
編
『
俚
謡
集
』、
高
野

斑
山
・
大
竹
紫
葉
共
編『
俚
謡
集
拾
遺
』（
い

ず
れ
も
一
九
一
五
年
刊
）
な
ど
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
早
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
開
始
と
と
も
に
録

音
技
術
が
す
す
み
、
民
俗
学
者
柳
田
国
男
監

修
の
も
と
、
町
田
嘉
章（
後
年
、
町
田
佳
聲
）

が
担
当
し
て
日
本
放
送
協
会
編
『
日
本
民
謡

大
観
』
の
刊
行
が
企
画
さ
れ
、「
第
一
編　

関
東
編
」（
一
九
四
四
年
刊
）
か
ら
刊
行
が

始
ま
っ
た
。
こ
の
事
業
に
は
、
藤
井
清
水
・

小
寺
融
吉
が
協
力
し
、
古
民
謡
が
五
線
譜
に

採
ら
れ
、
あ
ら
た
な
水
準
で
の
記
録
と
な
っ

た
。以

上
の
よ
う
な
全
国
的
取
り
組
み
ば
か
り

で
は
な
く
、
地
域
的
な
取
り
組
み
も
あ
っ
た
。

郷
土
誌
・
民
俗
誌
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の

青
年
団
や
学
校
教
師
な
ど
が
主
体
と
な
っ
た

民
謡
採
集
が
確
認
で
き
る
。
横
浜
市
で
は
、

戦
前
の
正
史
と
も
い
え
る
『
横
浜
市
史
稿　

風
俗
編
』（
一
九
三
二
年
刊
）
の
「
第
三
章　

歌
謡
」
に
「
大
津
絵
節　

雨
の
夜
」
や
「
野

毛
山
節
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
保
土
ケ

谷
区
郷
土
史　

下
巻
』（
一
九
三
八
年
刊
）

は
さ
ら
に
充
実
し
て
い
て
、「
俚
謡
俗
歌
」

と
し
て
「
保
土
ケ
谷
名
寄
歌
」「
保
土
ケ
谷

雲
助
歌
」
な
ど
の
宿
場
を
う
た
っ
た
も
の
か

ら
、「
子
守
歌
」
や
「
手
鞠
歌
」
ま
で
約
三
〇

篇
の
紹
介
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
に
加
え
て
、
戦
後
の
、

開
港
百
年
祭
を
ひ
か
え
た
昭
和
三

二
（
一
九
五
七
）
年
に
、
新
た
な

こ
こ
ろ
み
が
横
浜
市
図
書
館
で
実

践
さ
れ
た
。

「
汗
だ
く
の
熱
演
で
録
音

　
　

ハ
マ
で
古
民
謡
の
披
露
式

鎌
倉
時
代
か
ら
横
浜
開
港
ま
で

の
古
民
謡
を
録
音
で
永
久
に
保
存

し
よ
う
と
家
々
に
伝
わ
っ
た
古
民

謡
を
持
寄
っ
た
風
変
り
な
古
民
謡

保
存
の
披
露
式
が
、
き
の
う
十
八

日
朝
十
時
か
ら
午
後
三
時
ご
ろ
ま

で
横
浜
市
立
図
書
館
内
ホ
ー
ル
で

催
さ
れ
た
。
主
催
は
市
図
書
館
。

集
っ
た
人
た
ち
は
い
ず
れ
も
純
農

家
や
漁
村
の
人
た
ち
約
五
十
名
で
、

祖
先
が
名
主
、
代
官
な
ど
由
緒
あ

る
家
柄
、
そ
れ
ぞ
れ
代
々
家
に
伝

わ
っ
た
古
い
民
謡
を
汗
だ
く
で
録

音
に
懸
命
だ
っ
た
。

当
日
の
鳴
り
物
は
尺
八
、
三
味

線
、
馬
子
鈴
な
ど
、
な
か
に
は
父

子
が
一
体
と
な
っ
て
熱
演
す
る
も
の
、
婦
人

を
交
え
た
一
団
な
ど
、
に
ぎ
や
か
な
場
面
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
午
前
の
番
組
は
お
祝
早

口
言
葉
、
手
ま
り
唄
、
ふ
な
唄
な
ど
十
五
種

目
、
午
後
は
解
説
を
ま
じ
え
木
び
き
唄
、
波

止
場
唄
な
ど
六
種
目
。
な
お
、
こ
れ
を
機
会

に
近
く
横
浜
市
古
民
謡
保
存
協
会
が
設
立
さ

れ
る
」（『
神
奈
川
新
聞
』
昭
和
三
二
年
八
月

一
九
日
）

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
緊
急
調
査
に
先
立

ち
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
と
き
収
録
さ
れ
た
古
民
謡
は
『
横
浜
古

民
謡
録
音
次
第
』
と
し
て
、
歌
詞
集
が
、
孔

版
印
刷
さ
れ
た
（
前
出
の
永
田
著
『
神
奈
川

県
民
俗
芸
能
誌
・
民
謡
編
』
に
よ
れ
ば
、
録

音
テ
ー
プ
が
「
横
浜
市
図
書
館
」
に
架
蔵
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
未
確
認
で
あ
る
）。

歌
詞
集
の
表
紙
に
は
、
主
催
横
浜
市
図
書
館
・

横
浜
市
古
民
謡
保
存
協
会
と
あ
り
、
新
聞
記

事
の
と
お
り
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
横
浜
古
民
謡
保
存
協
会
は
、
会
長
に

横
浜
市
長
半
井
清
、
副
会
長
に
は
、
前
県
議

会
副
議
長
の
新
堀
源
兵
衛
、
元
神
奈
川
県
会

議
長
で
市
会
議
員
の
堀
内
萬
吉
、
市
会
議
員

の
岩
沢
泰
太
郎
の
三
人
が
な
り
、
小
串
清
一

（
元
参
議
）・
松
尾
嘉
右
衛
門
（
県
建
設
業

協
会
長
）・
碓
井
貞
義（
県
民
謡
協
会
会
長
）・

蔵
原
年
光
（
県
議
）・
関
寅
吉
ら
七
名
が
顧

問
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
た
。

同
協
会
の
成
果
と
し
て
は
、昭
和
三
三（
一

九
五
八
）
年
六
月
一
五
日
に
、
東
京
六
本
木

の
国
際
文
化
会
館
で
の
民
謡
大
会
で
披
露
さ

れ
た
古
民
謡
の
歌
詞
を
印
刷
し
た
『
横
浜
古

民
謡
集
・
上
』
と
、
翌
三
四
年
三
月
二
四
日

に
県
立
音
楽
堂
で
の
古
民
謡
大
会
の
歌
詞
を

記
録
し
た
『
横
浜
古
民
謡
集
・
下
』
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
昭
和
三
五
（
一
九

六
○
）
年
五
月
一
二
日
に
南
区
公
会
堂
に
開

催
さ
れ
た
横
浜
古
民
謡
大
会
の
録
音
が
、
非

公
開
な
が
ら
残
り
、
う
ち
九
つ
の
唄
が
採
譜

さ
れ
て
平
野
監
修
『
横
浜
ふ
る
さ
と
歌
物

語
』（
二
○
○
八
年
刊
・
財
団
法
人
は
ま
ぎ

ん
産
業
文
化
振
興
財
団
編
『
マ
イ
ウ
ェ
イ
』

69
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

福
島
雄
次
郎
の
古
民
謡
採
集

福
島
雄
次
郎
（
一
九
三
二
～
二
○
○
五
）

は
、
熊
本
県
に
生
ま
れ
、
東
洋
音
楽
短
期
大

学
を
卒
業
後
、
昭
和
三
六
（
一
九
六
一
）
年

よ
り
茅
ヶ
崎
に
居
を
か
ま
え
て
、
音
楽
活
動

の
か
た
わ
ら
県
内
の
民
謡
・
民
話
・
伝
説
の

採
集
を
す
す
め
た
。
そ
し
て
、
四
三
年
（
一

九
六
八
）
年
一
○
月
か
ら
七
一
年
二
月
ま
で
、

『
新
か
な
が
わ
』
紙
上
に
八
一
回
に
わ
た
っ

て
「
ふ
る
さ
と
の
民
謡
」
を
連
載
し
た
。
そ

の
う
ち
、
横
浜
市
域
で
採
集
さ
れ
た
唄
は
一

七
で
あ
る
。
そ
の
後
福
島
は
、
鹿
児
島
短
期

大
学
助
教
授
に
就
任
し
て
神
奈
川
を
離
れ
、

同
学
教
授
と
し
て
平
成
一
○
（
一
九
九
八
）

年
に
退
職
。
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。

『
新
か
な
が
わ
』
紙
の
連
載
記
事
は
、
掲

載
よ
り
約
二
○
年
を
へ
た
一
九
九
○
年
に
、

神
奈
川
郷
土
民
謡
研
究
会
編
『
神
奈
川
ふ
る

さ
と
の
民
謡
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
福
島

と
浜
名
政
昭
に
よ
っ
て
全
部
の
唄
に
採
譜
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
筏
か
け
ご
え
唄
」

ほ
か
３
つ
の
「
横
浜
港
湾
労
働
者
の
唄
」
が

採
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
と
く
に
注
目
す
べ

き
特
長
で
あ
る
。

古
民
謡
の
伝
承
者
と
調
査
内
容

表
「
横
浜
の
古
民
謡
記
録
と
そ
の
分
類
」

は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
調
査
で
採
集
さ
れ

た
横
浜
の
古
民
謡
を
、『
神
奈
川
県
民
俗
芸

能
誌
・
民
謡
編
』
の
分
類
に
そ
っ
て
内
容
区

分
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
民
謡
は
唄
が
同
名

で
あ
っ
て
も
、
伝
承
者
に
よ
っ
て
、
歌
詞
や

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
一
般
的

で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
伝
承
者
で
も
、
一
人

で
唄
う
場
合
と
複
数
人
で
唄
う
場
合
、
は
や

し
こ
と
ば
が
入
る
場
合
な
ど
の
、
唄
う
環
境

の
違
い
で
、
歌
詞
や
調
子
が
こ
と
な
る
。
こ

の
点
、
学
校
唱
歌
や
レ
コ
ー
ド
歌
謡
の
よ
う

に
、
基
準
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

各
調
査
を
内
容
的
に
検
討
し
よ
う
。
戦
中

期
に
取
り
組
ま
れ
た
①
日
本
民
謡
大
観
の
調

査
は
全
国
規
模
で
、
調
査
者
が
横
浜
の
事
情

に
通
じ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
横
浜
の
古
民

謡
が
ど
の
よ
う
な
場
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況

の
も
と
で
唄
う

も
の
で
あ
る
か

を
あ
ら
か
じ
め

知
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
か
っ

た
。
全
国
的
に

村
落
が
広
く
展

開
し
て
い
る
事

情
の
も
と
で
、

神
奈
川
県
下
の

調
査
対
象
も
ま

た
、
農
村
が
基

本
に
な
る
こ
と

は
致
し
方
な
い

こ
と
で
は
あ
っ

た
。
そ
れ
で
も
、

横
浜
市
域
の
そ

の
後
の
古
民
謡

調
査
で
、
幾
度

も
採
集
さ
れ
る

こ
と
と
な
る「
焼

米
搗
唄
」
を
何

題
も
収
録
し
て

い
る
こ
と
は
、
農
民
の
歌
謡
と
し
て
と
く
に

注
目
を
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

戦
後
、
横
浜
開
港
百
年
祭
前
後
に
取
り
組

ま
れ
た
②
か
ら
⑤
に
わ
た
る
、
横
浜
古
民
謡

保
存
協
会
に
よ
る
記
録
は
、
相
互
に
重
複
は

み
ら
れ
る
が
貴
重
な
成
果
で
あ
っ
た
。

第
一
に
、
舟
唄
・
船
頭
唄
と
い
う
、
儀
式

唄
・
祝
唄
の
範
疇
に
あ
る
、
横
浜
の
海
の
唄

が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
港
へ

入
れ
ば
船
渠
が
見
え
る
、
わ
し
も
乗
り
た
い

新
造
船
」（
波
止
場
船
頭
唄
）
な
ど
の
歌
詞 横浜市立図書館での古民謡録音　（『神奈川新聞』昭和32年8月19日）

焼米搗唄が唄われる田谷の光景と水口祭りの習俗
田谷の焼米搗唄のリズムは、二拍子になったり三拍子になったりする特徴的な仕事唄である。

（『日本民謡大観　関東編』p344）
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は
、
港
風
情
を
伝
え
る
庶
民
文
化
の
遺
産
で

あ
る
。

第
二
に
、
仕
事
唄
と
し
て
、
貿
易
と
密
接

に
か
か
わ
る
「
お
茶
場
唄
（
お
茶
場
節
）」

が
採
集
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
製
茶
の
輸
出

に
際
し
て
、
乾
燥
し
た
茶
葉
を
さ
ら
に
加
熱

す
る
、
外
国
商
館
が
経
営
す
る
再
生
工
場
で

唄
わ
れ
た
労
働
歌
で
、
夏
季
の
猛
暑
の
な
か

で
の
過
酷
な
労
働
を
唄
で
ま
ぎ
ら
わ
す
た
め

に
生
ま
れ
た
。
横
浜
港
の
製
茶
輸
出
は
、
明

治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
の
清
水
港
の
外
国

貿
易
開
始
を
機
に
激
減
す
る
が
、
夏
の
季
節

労
働
と
し
て
の
「
お
茶
場
稼
ぎ
」
は
、
そ
の

過
酷
な
環
境
と
と
も
に
、
多
く
の
庶
民
の
記

憶
に
残
り
、
そ
の
唄
も
ま
た
残
っ
た
。
加
え

て
、
西
洋
洗
濯
の
唄
で
あ
る
「
ザ
ラ
板
節
」

「
ポ
ン
コ
ツ
節
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
注
目
さ
れ
る
。
横
浜
で
は
外
航
船
舶
か
ら

の
シ
ー
ツ
や
枕
カ
バ
ー
、
ナ
プ
キ
ン
な
ど
の

洗
濯
需
要
は
大
き
く
、
洗
濯
物
に
石
け
ん
水

を
含
ま
せ
て
、
御
影
石
に
た
た
き
つ
け
て
汚

れ
を
落
と
す
と
き
に
唄
う
「
ポ
ン
コ
ツ
節
」

は
力
仕
事
の
男
唄
で
あ
り
、
洗
濯
板
の
小
物

を
「
シ
ッ
チ
キ
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
ゴ
ッ
シ
ョ
ゴ

シ
ョ
」と
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
唄
う
女
唄
の「
ザ

ラ
板
節
」
と
好
対
照
で
あ
る
。

第
三
に
、
糸
取
り
（
糸
繰
り
）
唄
や
製
糸

場
唄
、
キ
ビ
ソ
切
唄
な
ど
の
、
製
糸
業
に
か

か
わ
る
唄
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。「
糸
を
ひ

く
な
ら
ヨ
、
太
よ
り
細
く
、
信
州
一
番
の
十

四
中
」
と
唄
う
③
の
「
製
糸
場
唄
」、
⑤
の

「
糸
繰
り
唄
」
は
、
輸
出
生
糸
の
最
低
品
位

で
あ
る
「
信
州
上
一
番
」
を
目
指
し
た
経
営

方
針
が
、
歌
詞
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
ま
っ
た
く
別
物
の
糸
取
り
唄
・
製
糸

場
唄
が
、
⑦
で
も
採
集
さ
れ
て
い
る
。

農
村
ば
か
り
で
は
な
く
、
横
浜
の
海
に
も

船
舶
や
貿
易
に
か
か
わ
る
数
多
く
の
労
働
者

が
い
て
、
横
浜
の
都
心
部
で
も
古
民
謡
が
存

在
し
た
こ
と
を
証
明
し
た
の
が
、
横
浜
古
民

謡
保
存
協
会
の
活
動
の
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
。
そ
の
一
方
で
、
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
判

断
す
る
限
り
で
は
あ
る
が
、
唄
が
ど
の
よ
う

な
“
場
”
や
“
時
”
で
歌
わ
れ
た
の
か
、
と

い
う
局
面
を
記
録
す
る
こ
と
に
は
、
注
意
が

乏
し
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。先
の「
ポ

ン
コ
ツ
節
」
が
唄
わ
れ
た
局
面
の
記
録
は
、

た
だ
一
人
、
唄
の
前
置
き
と
し
て
伝
承
者
が

録
音
マ
イ
ク
を
前
に
し
て
説
明
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
今
日
に
残
っ
た
。「
ポ
ン
コ
ツ
節
」

の
歌
詞
か
ら
は
、
洗
濯
唄
で
あ
る
こ
と
を
示

す
も
の
は
何
も
な
い
こ
と
か
ら
、
伝
承
者
自

身
に
よ
っ
て
唄
わ
れ
る
局
面
を
紹
介
す
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ

れ
で
も
、
録
音
と
歌
詞
の
採
集
を
も
っ
て
、

地
元
の
記
録
と
し
て
の
古
民
謡
を
残
し
た
保

存
協
会
の
活
動
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

⑦
の
緊
急
調
査
か
ら
で
も
す
で
に
三
五
年

を
経
過
し
た
現
代
で
は
、
記
憶
の
な
か
で
古

民
謡
を
憶
え
て
い
る
、
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
、

と
い
う
人
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
実
際
で
あ
ろ
う
。
新
た
な
採
集
は
ほ
と

ん
ど
叶
わ
な
い
時
代
に
来
て
し
ま
っ
て
い
る
。

録
音
媒
体
の
刷
新
は
、
旧
い
記
録
メ
デ
ィ
ア

を
置
き
去
り
に
し
が
ち
で
あ
る
。
古
民
謡
研

究
の
今
後
の
進
展
は
、
さ
し
あ
た
り
採
集
当

時
の
音
源
を
探
し
あ
て
る
こ
と
が
今
日
的
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
。�

（
平
野
正
裕
）

儀式唄・祝唄 　　　仕事唄
ささら踊り
唄・盆唄

娯楽唄・酒宴唄
わらべ歌

木遣 舟唄 祝い唄 農耕 ･ 農産仕事唄 馬子唄 地ならし唄 糸取り唄／
製糸場歌 木挽き唄 港湾労働唄 お茶場唄 西洋洗濯唄 子守歌 娯楽唄 雑謡・俗曲

①
日本民謡大観（関東
編）／ 1942 年 5 月
7 日

焼米搗唄（４題、戸塚 ･ 田谷）／
代掻唄（港北・日吉）／田植唄（戸
塚・田谷）／田植唄（港北・日吉）
／籾摺唄（戸塚・田谷）／粉挽き
唄（都筑・川和）

②
横浜古民謡録音次第
／ 1957 年 8 月 18
日（於：横浜市図書館）

金沢木遣唄 舟唄／波止場船頭唄 お祝い早口言葉 焼米搗唄／田植唄／臼挽き唄／籾
すり唄／麦うち唄

馬子唄 木挽唄 お茶場唄 笹羅踊 野毛山節 六斉唄／ぼんぼん唄／権助唄／金
沢大津絵／お札まき唄

③
横浜古民謡集・上／
1958 年 6 月 15 日

（於：東京・国際文化
会館）

金沢木遣唄／どんし
よめ木遣唄

波止場船頭唄／舟唄
／と ん゚たく船頭唄
／子安船頭唄

お祝い早口言葉／お
祝儀唄

焼米搗唄／田植唄／臼挽き唄／籾
すり唄／麦うち唄／籾摺唄／麦打
唄

馬子唄 製糸場唄 木挽唄 お茶場唄 笹羅踊唄 野毛山節／甚句／万作手
踊唄／尻取唄／

大津絵／権助唄／厄払／お札まき
唄／獅子舞唄（疫病除）／数え歌（野
毛山心中）／杉田町六斉踊唄／口
説き節（八百屋お七）／五目節／
汲沢町念仏踊唄／白増粉屋／お念
仏唄（薬師讃）／拳唄／駕籠かき
唄／漁師唄／石工唄／歌題目

④
横浜古民謡集・下／
1959 年 3 月 24 日

（於：神奈川県立音楽
堂）

子安船頭歌 ／゚船唄
／波止場船頭唄

お祝い早口言葉／お
祝い早口言葉

籾摺唄（唐臼ひき）／田植唄／臼
ひき唄／焼米搗唄／臼ひき唄（お
さな節）／臼ひき唄／焼米搗唄／

製糸場唄／
キビソ切唄

木挽唄 お茶場唄 笹羅踊唄／笹
羅唄

野毛山節 六斉唄（釈迦讃）／万作手踊／か
つぽれ／大津絵（金沢）／地行唄
／お祝儀唄／盆々唄／浮島唄（か
わりもの）／浮島唄（早寝）／お
念仏唄（慶讃）

⑤
横 浜 古 民 謡 大 会 ／
1960 年 5 月 12 日

（於：南区公会堂）

どんたく舟唄（南）
／子守船頭唄（神奈
川）／子安の舟唄（神
奈川）／波止場船頭
歌（南）

お祝い早口言葉（金
沢）

田植唄（南）／麦打唄（南）／唐
臼挽唄（南）／臼挽唄（戸塚）／
くるり唄（南）

糸繰り唄（保
土ケ谷）／
製糸場唄（保
土ケ谷）

こ び き 唄
（南）

お 茶 場 唄
（南）

ザ ラ 板 節
（南）／ポン
コツ節（中）

笹羅唄（南） 野毛山節（南）／新川踊
（港北）／尻取（南）／

駕籠かき唄（南）／五目（南）／
金沢大津絵／浮島踊（港北）／獅
子舞（港北）

⑥
神奈川ふるさとの民
謡 ／ 1968 年 ～ 71
年

木遣り（神奈川） 船おろし唄（神奈川）新川踊り唄〔万作踊
り唄〕（港北）／浮
島〔万作踊り唄〕（港
北）

田植唄（戸塚）／ボッサラ打唄（戸
塚）／植田節（港北）／臼ひき唄

（都筑）

筏かけごえ
唄（ 中 ） ／
日本波止場
かけごえ唄

（中）／中波
止場かけご
え唄（中）

お 茶 場 節
（中）

子 守 唄（ や
んま釣りの
唄）（中）

本牧甚句（中）／甚句（港
北）

長持唄（戸塚）／仇討ち数え歌（神
奈川）

手まり唄（中）

⑦
神奈川県民謡緊急調
査報告書／ 1989-90
年

十七〔舟歌〕（神奈川）
／一ノ谷（神奈川）

荒磯節（中）／新川
〔マンサク、アメヤ
オドリ〕（都筑）／
ホ ウ ネ ン マ ン サ ク

（緑）／建前祝唄（都
筑）

麦打ち唄〔ボーチ唄〕（都筑）／
クルイウチ（栄）／焼米搗唄・焼
米の唄（泉・栄 3・戸塚・磯子 2・
港南）／臼挽唄・唐臼ひき唄（旭・
都筑 4・栄 2・神奈川・青葉・泉 2・
港南 2・戸塚・磯子）／田植唄・
植田唄（都筑・瀬谷・戸塚・港南・
磯子）

地 形 と り
（旭）

糸 取 唄（ 保
土 ヶ 谷・ 泉
2）／ヤマキ
リ唄（中）

お 茶 場 節
（中）

お 茶 場 節
（中）

子 守 歌（ 戸
塚・泉・瀬谷）

盆唄・盆踊唄
（泉 3）／飴屋
踊（泉）／あ
め や お ど り

〔 こ な や お ど
り〕（戸塚）

荒磯節（中）／さのさ節
〔田のなかで〕（泉）／か
ぞえ唄（中）／甚句（中・
戸塚・泉・栄・緑）／石
川甚句（中）／サノサ（戸
塚）／かぞえ唄（泉）／
セイトの唄（中）／野毛
山節（中）／相撲甚句（中）
／甚句〔神奈川甚句〕（神
奈川）

大津絵（神奈川・泉）／おおつえ〔高
砂〕（神奈川）／どどいつ（中）

タツボ〔タニシ〕（泉）／ずいずいずっこ
ろばし（戸塚）／新町が一番（中）／手あ
わせ〔裏へ行ってころんで〕（栄）／かっちゃ
ん（神奈川）／しりまくり（瀬谷）／まり
つき唄（瀬谷）／じゃんけんの唄（瀬谷）
／ひいふうみいよう（瀬谷）／ちょきなっ
ぱの唄（瀬谷）／おおさむこさむ（瀬谷）
／おはじき（瀬谷）／指あそぴ（瀬谷）／
はねつき唄（瀬谷）／まりつき唄（瀬谷・
戸塚・栄・神奈川）／指あそび（泉）

横浜の古民謡記録とその分類

出典：�①日本放送協会編『日本民謡大観　関東編』（1944 年刊）・『同　復刻版　現地録音・CD 解説』（1992 年刊）。②横浜市図書館・横浜古民謡保存協会編『横浜古民謡録 音次第』（孔版印刷・刊記なし／横浜市中央図書館蔵）。③横浜古民謡保存協会編『横浜古民謡集 ･ 上』（昭和 33 年 5 月 20 日刊）。④横浜古民謡保存協会編『横浜古民謡集・下』
（刊記なし）。⑤南公会堂での横浜古民謡大会録音（昭和 35 年 5 月 12 日）。⑥神奈川県郷土民謡研究会編『神奈川ふるさとの民謡』　　  （1990 年刊）。⑦神奈川県教育 委員会編『神奈川県民謡緊急調査報告書』（1981 年刊）。

註：唄名の後の（　　　）は、伝承者・演者の出身地。出身地の後にアラビア数字が続く場合は、複数以上の唄があることを示す。区名は現在の区名に置き換えた。下線は、 五線譜での採譜があるもの。
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は
、
港
風
情
を
伝
え
る
庶
民
文
化
の
遺
産
で

あ
る
。

第
二
に
、
仕
事
唄
と
し
て
、
貿
易
と
密
接

に
か
か
わ
る
「
お
茶
場
唄
（
お
茶
場
節
）」

が
採
集
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
製
茶
の
輸
出

に
際
し
て
、
乾
燥
し
た
茶
葉
を
さ
ら
に
加
熱

す
る
、
外
国
商
館
が
経
営
す
る
再
生
工
場
で

唄
わ
れ
た
労
働
歌
で
、
夏
季
の
猛
暑
の
な
か

で
の
過
酷
な
労
働
を
唄
で
ま
ぎ
ら
わ
す
た
め

に
生
ま
れ
た
。
横
浜
港
の
製
茶
輸
出
は
、
明

治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
の
清
水
港
の
外
国

貿
易
開
始
を
機
に
激
減
す
る
が
、
夏
の
季
節

労
働
と
し
て
の
「
お
茶
場
稼
ぎ
」
は
、
そ
の

過
酷
な
環
境
と
と
も
に
、
多
く
の
庶
民
の
記

憶
に
残
り
、
そ
の
唄
も
ま
た
残
っ
た
。
加
え

て
、
西
洋
洗
濯
の
唄
で
あ
る
「
ザ
ラ
板
節
」

「
ポ
ン
コ
ツ
節
」
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
注
目
さ
れ
る
。
横
浜
で
は
外
航
船
舶
か
ら

の
シ
ー
ツ
や
枕
カ
バ
ー
、
ナ
プ
キ
ン
な
ど
の

洗
濯
需
要
は
大
き
く
、
洗
濯
物
に
石
け
ん
水

を
含
ま
せ
て
、
御
影
石
に
た
た
き
つ
け
て
汚

れ
を
落
と
す
と
き
に
唄
う
「
ポ
ン
コ
ツ
節
」

は
力
仕
事
の
男
唄
で
あ
り
、
洗
濯
板
の
小
物

を
「
シ
ッ
チ
キ
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
ゴ
ッ
シ
ョ
ゴ

シ
ョ
」と
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
唄
う
女
唄
の「
ザ

ラ
板
節
」
と
好
対
照
で
あ
る
。

第
三
に
、
糸
取
り
（
糸
繰
り
）
唄
や
製
糸

場
唄
、
キ
ビ
ソ
切
唄
な
ど
の
、
製
糸
業
に
か

か
わ
る
唄
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。「
糸
を
ひ

く
な
ら
ヨ
、
太
よ
り
細
く
、
信
州
一
番
の
十

四
中
」
と
唄
う
③
の
「
製
糸
場
唄
」、
⑤
の

「
糸
繰
り
唄
」
は
、
輸
出
生
糸
の
最
低
品
位

で
あ
る
「
信
州
上
一
番
」
を
目
指
し
た
経
営

方
針
が
、
歌
詞
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
ま
っ
た
く
別
物
の
糸
取
り
唄
・
製
糸

場
唄
が
、
⑦
で
も
採
集
さ
れ
て
い
る
。

農
村
ば
か
り
で
は
な
く
、
横
浜
の
海
に
も

船
舶
や
貿
易
に
か
か
わ
る
数
多
く
の
労
働
者

が
い
て
、
横
浜
の
都
心
部
で
も
古
民
謡
が
存

在
し
た
こ
と
を
証
明
し
た
の
が
、
横
浜
古
民

謡
保
存
協
会
の
活
動
の
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
。
そ
の
一
方
で
、
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
判

断
す
る
限
り
で
は
あ
る
が
、
唄
が
ど
の
よ
う

な
“
場
”
や
“
時
”
で
歌
わ
れ
た
の
か
、
と

い
う
局
面
を
記
録
す
る
こ
と
に
は
、
注
意
が

乏
し
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。先
の「
ポ

ン
コ
ツ
節
」
が
唄
わ
れ
た
局
面
の
記
録
は
、

た
だ
一
人
、
唄
の
前
置
き
と
し
て
伝
承
者
が

録
音
マ
イ
ク
を
前
に
し
て
説
明
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
今
日
に
残
っ
た
。「
ポ
ン
コ
ツ
節
」

の
歌
詞
か
ら
は
、
洗
濯
唄
で
あ
る
こ
と
を
示

す
も
の
は
何
も
な
い
こ
と
か
ら
、
伝
承
者
自

身
に
よ
っ
て
唄
わ
れ
る
局
面
を
紹
介
す
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ

れ
で
も
、
録
音
と
歌
詞
の
採
集
を
も
っ
て
、

地
元
の
記
録
と
し
て
の
古
民
謡
を
残
し
た
保

存
協
会
の
活
動
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

⑦
の
緊
急
調
査
か
ら
で
も
す
で
に
三
五
年

を
経
過
し
た
現
代
で
は
、
記
憶
の
な
か
で
古

民
謡
を
憶
え
て
い
る
、
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
、

と
い
う
人
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
と
い
う

の
が
実
際
で
あ
ろ
う
。
新
た
な
採
集
は
ほ
と

ん
ど
叶
わ
な
い
時
代
に
来
て
し
ま
っ
て
い
る
。

録
音
媒
体
の
刷
新
は
、
旧
い
記
録
メ
デ
ィ
ア

を
置
き
去
り
に
し
が
ち
で
あ
る
。
古
民
謡
研

究
の
今
後
の
進
展
は
、
さ
し
あ
た
り
採
集
当

時
の
音
源
を
探
し
あ
て
る
こ
と
が
今
日
的
課

題
で
あ
る
と
考
え
る
。�

（
平
野
正
裕
）

儀式唄・祝唄 　　　仕事唄
ささら踊り
唄・盆唄

娯楽唄・酒宴唄
わらべ歌

木遣 舟唄 祝い唄 農耕 ･ 農産仕事唄 馬子唄 地ならし唄 糸取り唄／
製糸場歌 木挽き唄 港湾労働唄 お茶場唄 西洋洗濯唄 子守歌 娯楽唄 雑謡・俗曲

①
日本民謡大観（関東
編）／ 1942 年 5 月
7 日

焼米搗唄（４題、戸塚 ･ 田谷）／
代掻唄（港北・日吉）／田植唄（戸
塚・田谷）／田植唄（港北・日吉）
／籾摺唄（戸塚・田谷）／粉挽き
唄（都筑・川和）

②
横浜古民謡録音次第
／ 1957 年 8 月 18
日（於：横浜市図書館）

金沢木遣唄 舟唄／波止場船頭唄 お祝い早口言葉 焼米搗唄／田植唄／臼挽き唄／籾
すり唄／麦うち唄

馬子唄 木挽唄 お茶場唄 笹羅踊 野毛山節 六斉唄／ぼんぼん唄／権助唄／金
沢大津絵／お札まき唄

③
横浜古民謡集・上／
1958 年 6 月 15 日

（於：東京・国際文化
会館）

金沢木遣唄／どんし
よめ木遣唄

波止場船頭唄／舟唄
／と ん゚たく船頭唄
／子安船頭唄

お祝い早口言葉／お
祝儀唄

焼米搗唄／田植唄／臼挽き唄／籾
すり唄／麦うち唄／籾摺唄／麦打
唄

馬子唄 製糸場唄 木挽唄 お茶場唄 笹羅踊唄 野毛山節／甚句／万作手
踊唄／尻取唄／

大津絵／権助唄／厄払／お札まき
唄／獅子舞唄（疫病除）／数え歌（野
毛山心中）／杉田町六斉踊唄／口
説き節（八百屋お七）／五目節／
汲沢町念仏踊唄／白増粉屋／お念
仏唄（薬師讃）／拳唄／駕籠かき
唄／漁師唄／石工唄／歌題目

④
横浜古民謡集・下／
1959 年 3 月 24 日

（於：神奈川県立音楽
堂）

子安船頭歌 ／゚船唄
／波止場船頭唄

お祝い早口言葉／お
祝い早口言葉

籾摺唄（唐臼ひき）／田植唄／臼
ひき唄／焼米搗唄／臼ひき唄（お
さな節）／臼ひき唄／焼米搗唄／

製糸場唄／
キビソ切唄

木挽唄 お茶場唄 笹羅踊唄／笹
羅唄

野毛山節 六斉唄（釈迦讃）／万作手踊／か
つぽれ／大津絵（金沢）／地行唄
／お祝儀唄／盆々唄／浮島唄（か
わりもの）／浮島唄（早寝）／お
念仏唄（慶讃）

⑤
横 浜 古 民 謡 大 会 ／
1960 年 5 月 12 日

（於：南区公会堂）

どんたく舟唄（南）
／子守船頭唄（神奈
川）／子安の舟唄（神
奈川）／波止場船頭
歌（南）

お祝い早口言葉（金
沢）

田植唄（南）／麦打唄（南）／唐
臼挽唄（南）／臼挽唄（戸塚）／
くるり唄（南）

糸繰り唄（保
土ケ谷）／
製糸場唄（保
土ケ谷）

こ び き 唄
（南）

お 茶 場 唄
（南）

ザ ラ 板 節
（南）／ポン
コツ節（中）

笹羅唄（南） 野毛山節（南）／新川踊
（港北）／尻取（南）／

駕籠かき唄（南）／五目（南）／
金沢大津絵／浮島踊（港北）／獅
子舞（港北）

⑥
神奈川ふるさとの民
謡 ／ 1968 年 ～ 71
年

木遣り（神奈川） 船おろし唄（神奈川）新川踊り唄〔万作踊
り唄〕（港北）／浮
島〔万作踊り唄〕（港
北）

田植唄（戸塚）／ボッサラ打唄（戸
塚）／植田節（港北）／臼ひき唄

（都筑）

筏かけごえ
唄（ 中 ） ／
日本波止場
かけごえ唄

（中）／中波
止場かけご
え唄（中）

お 茶 場 節
（中）

子 守 唄（ や
んま釣りの
唄）（中）

本牧甚句（中）／甚句（港
北）

長持唄（戸塚）／仇討ち数え歌（神
奈川）

手まり唄（中）

⑦
神奈川県民謡緊急調
査報告書／ 1989-90
年

十七〔舟歌〕（神奈川）
／一ノ谷（神奈川）

荒磯節（中）／新川
〔マンサク、アメヤ
オドリ〕（都筑）／
ホ ウ ネ ン マ ン サ ク

（緑）／建前祝唄（都
筑）

麦打ち唄〔ボーチ唄〕（都筑）／
クルイウチ（栄）／焼米搗唄・焼
米の唄（泉・栄 3・戸塚・磯子 2・
港南）／臼挽唄・唐臼ひき唄（旭・
都筑 4・栄 2・神奈川・青葉・泉 2・
港南 2・戸塚・磯子）／田植唄・
植田唄（都筑・瀬谷・戸塚・港南・
磯子）

地 形 と り
（旭）

糸 取 唄（ 保
土 ヶ 谷・ 泉
2）／ヤマキ
リ唄（中）

お 茶 場 節
（中）

お 茶 場 節
（中）

子 守 歌（ 戸
塚・泉・瀬谷）

盆唄・盆踊唄
（泉 3）／飴屋
踊（泉）／あ
め や お ど り

〔 こ な や お ど
り〕（戸塚）

荒磯節（中）／さのさ節
〔田のなかで〕（泉）／か
ぞえ唄（中）／甚句（中・
戸塚・泉・栄・緑）／石
川甚句（中）／サノサ（戸
塚）／かぞえ唄（泉）／
セイトの唄（中）／野毛
山節（中）／相撲甚句（中）
／甚句〔神奈川甚句〕（神
奈川）

大津絵（神奈川・泉）／おおつえ〔高
砂〕（神奈川）／どどいつ（中）

タツボ〔タニシ〕（泉）／ずいずいずっこ
ろばし（戸塚）／新町が一番（中）／手あ
わせ〔裏へ行ってころんで〕（栄）／かっちゃ
ん（神奈川）／しりまくり（瀬谷）／まり
つき唄（瀬谷）／じゃんけんの唄（瀬谷）
／ひいふうみいよう（瀬谷）／ちょきなっ
ぱの唄（瀬谷）／おおさむこさむ（瀬谷）
／おはじき（瀬谷）／指あそぴ（瀬谷）／
はねつき唄（瀬谷）／まりつき唄（瀬谷・
戸塚・栄・神奈川）／指あそび（泉）

横浜の古民謡記録とその分類

出典：�①日本放送協会編『日本民謡大観　関東編』（1944 年刊）・『同　復刻版　現地録音・CD 解説』（1992 年刊）。②横浜市図書館・横浜古民謡保存協会編『横浜古民謡録 音次第』（孔版印刷・刊記なし／横浜市中央図書館蔵）。③横浜古民謡保存協会編『横浜古民謡集 ･ 上』（昭和 33 年 5 月 20 日刊）。④横浜古民謡保存協会編『横浜古民謡集・下』
（刊記なし）。⑤南公会堂での横浜古民謡大会録音（昭和 35 年 5 月 12 日）。⑥神奈川県郷土民謡研究会編『神奈川ふるさとの民謡』　　  （1990 年刊）。⑦神奈川県教育 委員会編『神奈川県民謡緊急調査報告書』（1981 年刊）。

註：唄名の後の（　　　）は、伝承者・演者の出身地。出身地の後にアラビア数字が続く場合は、複数以上の唄があることを示す。区名は現在の区名に置き換えた。下線は、 五線譜での採譜があるもの。




